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提案理由 

国に対し、米軍横田基地などへの危険なオスプレイの配備計画は撤回するよ

う強く求める。 

これが、本案を提出する理由である。 



危険なオスプレイ配備計画の撤回を求める意見書 

 

 日米両政府は５月１２日、２０１７年より米空軍横田基地に、特殊作戦用の

垂直離着陸輸送機ＣＶ２２オスプレイ配備の計画を発表した。 

 会見では、中谷元防衛大臣は「わが国政府として独自に分析評価を行い、機

体の安全性を確認した」として、その安全性を強調していたにもかかわらず、

わずか６日後の１８日、米海兵隊所属の垂直離着陸機ＭＶ２２オスプレイが、

ハワイでの訓練中に墜落炎上、２人が死亡する重大事故が発生した。 

 日本政府は、「事故原因など速やかな情報提供を求める」としていたものの、

米軍自身がまだ事故原因を明らかにしていないもとで、菅義偉官房長官は「オ

スプレイは安全だ」と一方的に断定。中谷防衛大臣も「安全については、米側

が判断すべきだ」として、飛行停止は求めない考えを示したのである。 

 日本国民の命と安全・安心を守るのではなく、米軍を守るかのような姿勢に

「いったいどこの国の政府なのか」「日本は独立国なのか」など、批判の声が

起こるのも当然である。 

 防衛省の２０１２年９月の資料では、１０万飛行時間当りの重大航空事故

（クラスＡ）の件数は、ＭＶ２２機で１.９３件、ＣＶ２２機は１３.４７件と

されている。人口過密の首都・東京に、ハワイで事故を起こしたＭＶ２２機よ

り、７倍も事故割合が高いとされるＣＶ２２機を配備するなどは論外である。 

 よって、本市議会は国に対し、米軍横田基地などへの危険なオスプレイの配

備計画は撤回するよう強く求めるものである。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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